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定
例
会
初
日（
６
月
３
日
）、佐
久
間
儀
郎
議
員
ほ
か
６
名
の
議
員

よ
り
、議
員
提
案
と
し
て
議
提
第
２
号（
公
立
刈
田
綜
合
病
院
存
続
の

た
め
、白
石
市
外
二
町
組
合
が
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
公
設

民
営
に
よ
る
運
営
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
）が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。　

　

提
案
理
由
の
説
明
、質
疑
の
後
、髙
子
秀
明
議
員
ほ
か
２
名
の
議
員

よ
り
反
対
の
討
論
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、可
否
同
数
と
な
り
、議
長
裁

決
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（※

議
案
の
賛
否
は
11
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
最
終
日（
６
月
20
日
）、議
提
第
３
号（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
）が
上
程
さ
れ
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、白
石
市
外
二
町
組
合
管
理
者
ほ
か
関
係
機
関
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案 

（
意
見
書
）

◎
議
提
第
２
号　
　
　
　

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
存
続
の
た

　
め
、白
石
市
外
二
町
組
合
が
指

　
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
公

　
設
民
営
に
よ
る
運
営
を
行
う
こ

　
と
を
求
め
る
意
見
書（
全
文
）

　　

令
和
４
年
３
月
31
日
、「
公
立
刈

田
綜
合
病
院
運
営
検
討
委
員
会
」

に
よ
る
最
終
提
言
が
、白
石
市
外
二

町
組
合
管
理
者
に
対
し
な
さ
れ
た
。

　

提
言
の
骨
子
は
、「
１
．令
和
４
年

６
月
ま
で
に
は
公
設
民
営
化
へ
の

具
体
的
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と
」

「
２
．早
急
に
公
立
刈
田
綜
合
病
院

新
改
革
プ
ラ
ン（
令
和
版
）を
作
成

す
る
こ
と
」で
あ
る
。こ
れ
は
、令
和

３
年
６
月
23
日
の
中
間
提
言
を
踏

ま
え
、病
院
の
現
状
を
整
理
し
た
上

で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、尊
重
す

べ
き
重
要
な
提
言
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

ま
た
、白
石
市
外
二
町
組
合
は
、

令
和
３
年
度
末
、総
務
省
と
地
域

医
療
振
興
協
会
の
共
同
事
業
で
あ

る「
公
立
病
院
医
療
提
供
体
制
確

保
支
援
事
業
」の
申
請
を
行
い
、白

石
市
議
会
に
お
い
て
も
、令
和
４
年

４
月
８
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、当
事
業
が
採
択
さ
れ
た
場
合
、

白
石
市
外
二
町
組
合
が「
公
立
病

院
医
療
提
供
体
制
確
保
支
援
事
業
」

を
推
進
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、多
く
の
市
民
は
、

国
の
支
援
事
業
に
沿
っ
て
、公
設
民

営
化
を
進
め
る
方
針
に
白
石
市
議

会
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、総
務
省
の
審
査
結
果
で

は
、白
石
市
外
二
町
組
合（
公
立
刈

田
綜
合
病
院
）に
お
い
て
は
、既
に

病
床
機
能
の
転
換
や
経
営
形
態
の

見
直
し
等
に
関
す
る
計
画
を
策
定

済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
公
立
病

院
医
療
提
供
体
制
確
保
支
援
事
業
」

で
は
な
く
、地
方
公
共
団
体
が
支
援

を
希
望
す
る
課
題
に
、対
応
可
能
な

専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
を
派

遣
す
る「
経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
強
化
事
業
」の
活
用
が
妥
当
で
あ

る
と
の
決
定
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、国
の
審
査
結
果
は
、

実
質
的
に
、公
立
刈
田
綜
合
病
院
の

実
情
を
理
解
し
、当
初
の「
公
立
病

院
医
療
提
供
体
制
確
保
支
援
事
業
」

を
一
歩
進
め
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
を
受
け
な
が
ら
経
営
形
態
の
抜

本
的
見
直
し
を
図
り
、地
域
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
よ
う
促
し

た
も
の
と
受
け
止
め
て
よ
い
と
考

え
る
。

　
一
方
、令
和
３
年
10
月
11
日
に
開

催
さ
れ
た
白
石
市
外
二
町
組
合
正

副
管
理
者
会
議
に
お
い
て
は
、令
和

５
年
３
月
31
日
に
白
石
市
外
二
町

組
合
を
解
散
し
た
上
で
、白
石
市
が

単
独
で
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

（
仮
称
）白
石
市
立
病
院
を
運
営
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
が
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、白
石
・
刈
田
地

区
の
医
療
圏
に
お
い
て
は
、１
市
２

町
で
の
広
域
的
医
療
の
枠
組
み
は

維
持
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

　

よ
っ
て
、白
石
市
議
会
は
、市
民

の
健
康
と
命
を
守
り
、そ
し
て
医
療

関
係
者
が
安
心
し
て
働
け
る
地
域

医
療
の
拠
点
で
あ
る
公
立
刈
田
綜

合
病
院
が
、１
市
２
町
で
の
広
域
的

医
療
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、国

の
支
援
事
業
を
受
け
な
が
ら
存
続

で
き
る
よ
う
、白
石
市
外
二
町
組
合

管
理
者
に
対
し
、下
記
の
事
項
に
つ

い
て
強
く
求
め
る
。

１
．白
石
市
外
二
町
組
合
正
副
管

　

理
者
は
、白
石
市
外
二
町
組
合

　

の
解
散
お
よ
び（
仮
称
）白
石
市

　

立
病
院
の
設
置
・
運
営
あ
り
き
で

　

は
な
く
、十
分
な
話
し
合
い
と
情

　

報
共
有
の
も
と
、公
立
刈
田
綜
合

　

病
院
が
存
続
で
き
る
よ
う
努
め

　

る
こ
と
。　
　
　
　
　

２
．公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
存
続
の

　

た
め
、指
定
管
理
者
制
度
を
活

　

用
し
た
公
設
民
営
に
よ
る
運
営

　

の
検
討
が
可
能
と
な
る
よ
う
、速

　

や
か
に
白
石
市
外
二
町
組
合
病

　

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
。

３
．指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た

　

公
設
民
営
に
よ
る
病
院
の
運
営

　

に
つ
い
て
は
、白
石
市
外
二
町
組

　

合
を
解
散
す
る
こ
と
な
く
、現
体

　

制
の
ま
ま
存
続
を
図
る
こ
と
が

　

で
き
る
よ
う
、具
体
的
方
向
性
の

　

検
討
に
努
め
る
こ
と
。

　

以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　


